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チ（Corrado  Ricci），ジェームス・サリー（James 
Sully），イベニーザ・クック（Ebenezer Cooke），
























・ ラ ン ゲ（K. Lange）「 ド イ ツ の 美 術 教 育（Die 
Kunstlerische）」1895
・メイトランド（L. Maitland）「児童は楽しみに何
を 描 く か（What children draw to please them-
selves）」1895
・ ク ッ ク（E. Cook）「 図 画 入 門（The ABC Draw-
ing）」1896
・ サ リ イ（J. Sully）「 児 童 期 の 研 究（Study of 
Childhood）」1896
・ルーケンス（H. Lukens）「幼児画の研究（Study 
of Children's drawing in Early years）」1896





学齢児童の図画（Kinderzeichnungen bis zum 14 
Lebensjahr）」1905
・ケルシェンシュタイナー（G. Kerschensteiner）
「 児 童 画 能 力 の 発 達（Die Entwicklung Leben-
sjahr Zeichnersehen Begabung Bubis erst Kind-
heit）」1905
・ラムプレヒト（K. Lamprecht）「歴史資料として





（Prehistory and Children's Art）」1907
・シュテルン（W. Stern）「4歳から7歳までの描画





Knaben von 4 biszu 7 jahr）」1910
・クレッチマー（E. Kretschmer）「古代芸術と児童
画（Ancient art and Children's drawings）」1910
・スタンレーホール（S. Hall）「図画教育学＜教育
諸 問 題 の １ ＞（Pedagogy of Drawing ＜ Prob-




gage graphique de L'enfant）」1913
・クレッツェ（W. Krortzsch）「児童画における
形 と リ ズ ム（Rhythmus und Form in der frein 
Kinderzeichnen）」1917
・ビューラー（K. Buhler）「児童の精神発達（Die 




能テスト（Measurement of Intelligence by Draw-
ing）」1926
・ヴルフ（O. Wulfe）「児童の美術（Die Kunst des 
Kindes）」1927
・エング（H. Eng）「最初の線描から８歳に至る
色 彩 画 ま で の 児 童 画（Kinderzeichnen vom er-





展 望（Geschichtlicher Uberblief die Psychologie 
des kindlichen Zeichnen）」1936
・ヴィオラ（W. Viola）「児童画とフランツ・チ








（The Art and Child）（和訳：愛の美術教師，稲
村退三訳）」1946
・ローエンフェルド（V. Lowenfeld）「創造性と精
神 発 達（Creative and Mental Growth）（ 和 訳：
美術による人間形成，武井，竹内，堀内）」1947
・アルシュラー・ハトウイック（Alschuler，Rose H.，






Artist in Each of Us）」1951
















































































研究である。我が国では，The Nature of Creative 
Activity，1938（「児童美術と創造性」水沢孝策





人間形成（CREATIVE AND MENTAL GROWTH ＜直
訳：創造的発達と精神的成長＞，3rd Edition; The 
























































































































































































































































































達段階　 ７　図式 　８　運動感覚による想像 　９　イ
メージと記号 　10　三つの仮説 　11　弱視および盲
目の子どもたちによる証拠 　12　概念的な誤り
13　子どもの描画の観察による分類 　14　分類の精
選 　15　子どもの描画の分類と心的機能による類型
との関係 　16　知覚の類型との関係 　17　年齢的要
因 　18　類型の判別への，初期の描画の利用 　19　視
覚以外の表現方式－１遊びの活動 　20　視覚以外
の表現方式－２言語による創作 　21　視覚以外の
表現方式－３音楽　22　表現の目的」とし「22　表
現の目的」では「（…省略） もし，私たちが，芸術
とはこうでなくてはならない，という観念をあらか
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80 中　野　隆　二
じめもっていなければ――もし私たちが，芸術は人
間の性質と同じように多様なものであると悟るな
らば――そのとき，美的な表現の方式は，11歳以
降も，そして思春期を超えても，すべての個人に保
持されることはまちがいありません――もし，私た
ちに，現在の教育制度の特徴である，論理的な思考
方式の学習にのみ専念することを，ある程度まで犠
牲にする用意ができていれば，ということです。子
どもの芸術は11歳以降，減退していきます。なぜ
なら，それがあらゆる方面から攻撃を受けるからで
す。それは，単に，カリキュラムの中から締め出さ
れるだけではありません。算数，幾何，物理，化
学，歴史，地理，そして今の教え方では文学さえも
そうですが，これらの論理的活動によって，心の中
から締め出されているのです。思春期の心を，この
ように歪めてしまった代価は，莫大なものです。私
たちの文明は，忌まわしい物体や歪んだ人間，病ん
だ精神と不幸な家庭，分裂した社会と大量破壊兵器
に満ちています。私たちは，この滅亡の過程を，知
識と科学，発明と発見とで助けているのであり，私
たちの教育制度は，この破局と歩調を合わせようと
しています。ところが，心を癒し，環境を美しく
し，人間と自然，国家と国家を結び付ける創造的な
活動については――私たちはそれを無駄で，無関係
で，無意味なものとして，捨て去ってしまうので
す。」「第６章　無意識的な統合の方式」では「１　
無意識に関する一般的な理論 　２　無意識のダイナ
ミズム 　３　超自我 　４　個人的無意識と集合的無
意識 　５　子どもの心にある原初的イメージ 　６　
無意識的な統合の過程　７　これらの過程の社会的
な関連」。この７では，「（…省略）子どもの教育か
ら，世界大戦の破局まで，そして，さらに永続する
世界革命の破局まで――話のつながりに無理があ
り，この論旨全体がまやかしのように思われるかも
しれません。しかし，そうではないのです。私たち
の集団の病の秘密をたどれば，個人の自発的な創造
性の抑圧に行き当たります。教育と社会組織におけ
る自発性の欠如は，ルネサンス以来の経済，産業，
文化の発展による致命的な結果である，人格の分裂
に起因するものです。人格は，その自然な成長がさ
えぎられたために，統合されなくなってしまいまし
た――強制的なしつけや，権威主義的な道徳，社会
的慣習や機械的な労働などが，自然な成長を妨げた
のです――今では，充分に枝を広げた樹木の代わり
に，ねじ曲げられた発育不良の低木しか見ることが
できません。しかし，人間は樹木よりも複雑であ
り，抑圧の結果も，はるかに悲惨です。人間は，自
分に背くだけではなく，その仲間にも背いてしまい
ます。人間の破壊的な力は，個人的であると同時
に，社会的なものです。個人が，自分自身を破壊す
る方向に向かわない場合は，抑圧の重みの方を破壊
しようと試みますが，その際に，その抑圧を，あ
る特定の集団や国家などに結びつけるのです。（中
略）導かれた成長，励まされた発展，思いやりのあ
るしつけ，すなわちもっとも広い意味での教育のみ
が，生命がその自然の創造的な自発性を充分に生き
ること，感覚的，感情的，知的に充分に生きること
を，確かにすることができるのです。」最後に「第
11章　必要な革命」では，「今日は，1942年６月
最初の日です。ラバーナムの木々は，鮮やかなブナ
の葉の生け垣に対して，黄金の雨を投げかけていま
す。涼しげな早朝の陽光の中で，すべてのものがさ
わやかで快適です。私は，歴史上最大の空襲が，こ
の週末にあったということを，今しがた耳にしたと
ころです。かつて私たちが，１万１千の迫害された
乙女たちの骨を残してきたケルン市の上空から，我
が空軍は，日曜の朝にほぼ同数の爆弾を投下したの
です。私は，半ば意識的に，私の私のところに届い
てくる音を聞いています―鳥たちのさえずりと，庭
で遊ぶ子どもたちの声です―そして，これら遠方で
起きている出来事の意味を理解しようと努めていま
す。ウクライナの平原では二つの巨大な軍隊が戦闘
を行って，一時停戦に達し，現在その死傷者数を確
認しているところです。リビアでは，人間の技術の
成果である何百台もの装甲車が，建設的な仕事のた
めに苦心して教育された技術者たちを乗せて，互い
に殺し合う激戦の中を，砂塵と炎熱にまみれながら
駆け回っています。 このような混沌とした状況を
背景として，私はこの本を書いてきたわけですが，
いよいよそれを締めくくらなくてはなりません。私
が読者に注意を促してきたことは，『残虐行為を行
いながら，理想を説くような時代における，感覚の
重要性』でした。そして，私が確立した理論は，も
し，子どもたちの成育の過程において，私が示した
ような方法によって，子どもたちの感覚のみずみず
しさを保つことができるならば，私たちは，行為を
感情に，そして現実を私たちの理想に関わらせるこ
とさえできる，ということを示そうとするものでし
た。そうすれば，理想主義は，もはや現実からの逃
避ではなくなるでしょう。それは，現実に対する，
人間の単純な反応となるでしょう。（以下省略）」
　この著は，今でもイギリスにおいて，教師になる
ための重要なバイブルとして読まれ，理解されてい
るものである。前述の W. ヴィオラの著書にもハー
バード・リードについて述べられている。「ハー
バード・リードは『今日の世界における悲歎の全体
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でないまでも多くは，子どもたちの空想力や感情の
抑圧に基づいている…』」。
　また，彼は「平和のための教育」や「芸術の意
味」などを著し，芸術教育が教育の基本であり，道
徳的意義をもつもので，平和な社会をもたらすとい
う教育思想である。1968年の死後はリードは急速
に忘れ去られた。これはおそらく，マルクス主義を
ふくめて芸術の社会理論がアカデミズムに広まった
ためと思われる。それでもリードの著作は読まれ続
けており，1990年代に入ると，1993年にリーズ市
立アート・ギャラリーで彼の回顧展が開かれたのを
きっかけに再び注目を集めている。著作の再刊も現
れ始め，2001年に「芸術による教育」の日本語訳
の改訂版を宮脇ら註６が出版している。また，2004
年６月にはテート・ブリテンでハーバート・リード
についてのカンファレンスが開かれている。
５．まとめ
　これまで記述してきたように，現在の図画工作教
育の在り方は，学者，教育者，芸術家たちなどいろ
いろな人たちの影響をうけて今日に至ってきてい
る。図画工作教育に多大な影響を与えた人として，
とくに本稿では，オーストリアのフランツ・チゼッ
ク，アメリカのヴィクター・ローエンフェルド，イ
ギリスのハーバート・リードの３人を取り上げた。
彼らの共通点は形式的な指導を批判し，子どもの表
現を自由にさせることにある。これらの主とするも
のを一言でいうならば，チゼックは子ども自身を芸
術家とみなし，リードとローエンフェルドは子ども
の表現発達を重視しているという点である。
　教育目標については，特にハーバート・リードの
提唱によるもの，「表現」の（2）のア．註７につい
てはチゼックおよびローエンフェルドの示唆するこ
とである。学年配当における内容は，発達に応じた
ことを吟味していることは，ローエンフェルドと
リードの主張にもとづいているものであると考えら
れる。
　図画工作の目標の「『豊かな情操を養う』につい
て」の解説では「図画工作の学習は，自らの感性を
働かせながら，造形的な創造活動の基礎的な能力を
発揮して表現や鑑賞の活動を行い，つくりだす喜び
を味わうものである。このような過程は，その本来
の性質に従い，おのずとよさや美しさを目指すこと
になる。それは，生活や社会に主体的にかかわる態
度を育てるとともに，伝統を継承し，文化や芸術を
創造しようとする豊かな心を育てることにつなが
る。」と記している。
おわりに
　リード，チゼック，ローエンフェルドらが提唱し
て，70年の歳月が過ぎようとしている。それにも
かかわらず，これらの論証は今も生き続けている。
彼らの名前は，学習指導要領に出されず，忘れ去ら
れようとしているが，現代の図画工作の教育の根源
は，彼らだと確証され，伝え続けることが大切であ
ると考える。
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